
 

 
 

希学園 第 352 回 公開テスト 小６理科 2021 年 9 月 12 日実施 模範解答 制限時間 30 分 
 

 
 

１ 
 

⑴ ウ ⑵ エ ⑶ イ ⑷ ウ 

 

⑸ イ ⑹ ア ⑺ エ ⑻ ウ 

 

２  ⑵ＡＢ完答 
 

⑴ 毛細 ⑵ Ａ ウ Ｂ ア ⑶ エ ⑷ イ 

 

⑸ イ ⑹ 510 mL ⑺ 425 mL 

 

３   
 

⑴ エ ⑵ ① イ ② イ ③ ウ ④ 宵
よい

の明星 ⑤ Ｂ ⑶ Ｅ 

 

４   
 

⑴ Ａ ウ Ｄ カ Ｆ エ Ｙ コ ⑵ 水素 

 

⑶ Ｘ １ ｇ Ｚ ２ ｇ 

 

５ ⑵，⑷Ｑ，Ｒ，⑹各分数不可 
 

⑴ エ ⑵ 25.6 (℃) ⑶ 16 ℃ ⑷ Ｑ 16.6 (℃) Ｒ 54.4 (℃) 

 

⑸ ６ ℃ ⑹ 35.2 ℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 

［配点］１：各 2点×8問＝16 点 ２～５：各 3 点×28 問＝84 点 計 100 点 

  



 

 
 

希学園 第 352 回 公開テスト 小６理科 2021 年 9 月 12 日実施 解説(2-1) 
 

  

２ 

⑶ 呼気には水蒸気も多く含まれる。水蒸気があることは冷水を入れたフラスコを近づけるとフラスコがくもることからわかる。 

⑹ 7650mL÷15 回＝510mL/回 

⑺ 死腔気に二酸化炭素は含まれていないので，１回の呼吸ではき出した息の量と肺胞気量に含まれる二酸化炭素の量は等しい。 

  １回の呼吸ではき出した息の量（１回換気量と等しい） ＝ 肺胞気量 ＋ 死腔気量 

二酸化炭素濃度 ５％  ６％  ０％ 

気体の体積 510mL  425mL   

510mL×0.05＝425mL×0.06 

 

３ 

⑵① ９月 21 日が満月なので，11 日前の９月 10 日はほぼ三日月である。 

 ② ９月 10 日の 18 時頃に西の空に見える星が０時に南中するのはいつの季節なのかを調べる。 

    日付    時刻  方角 

  ９月 10 日 18 時  西 

  ３月 10 日 ０時   南    

  －６ヵ月 ＋６時間  

  －180 度 ＋90 度 ＝－90 度  

  春の星座→スピカ 

③④⑤ 三日月の近くに見えるので，図１より金星はＢの位置にある。このとき，金星は日の入り

後の西の空に明るく輝く。これを宵の明星という。 

⑶ ７月 12 日は９月 10 日の 60 日前である。地球，金星の公転周期は 360 日，225 日なので，60 日

前には，地球は 360 度×
60日

360日
＝60 度，金星は 360 度×

60日

225日
＝96 度戻った位置にある。 

このとき，60 日前の地球から 60 日前の金星を見ると，図２のようにＥの位置の火星が近くに見え

る。 

 

４ 

⑴ 実験１，２を表でまとめる。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 

液性 酸性 アルカリ性 酸性 アルカリ性 アルカリ性 中性 中性 

加熱後の固体 × × × 白色 白色 黒色 × 

  上の表より，Ｂ：アンモニア水，Ｆ：砂糖水，Ｇ：アルコール水 

  実験３より，Ｃ：炭酸水，Ｄ：石灰水，Ｘ：石灰石，残りの水溶液は，Ａ：塩酸，Ｅ：水酸化ナトリウム水溶液 

  実験５より，Ｚ：アルミニウム，残りの固体は，Ｙ：鉄 

  

  

太陽 

北極 

地球 

Ｂ 

図１ 

三日月 

太陽 

Ｂ 

Ｅ 

図２ 

60 日前の

地球 

60 日前の金星 

60° 

96° 
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⑶ 反応式は以下のようになる。 

 水溶液 ＋ 固体  → 気体  

ちょうど 塩酸 十分  石灰石５ｇ   二酸化炭素 110 ㎤  

 塩酸 十分  石灰石①ｇ   二酸化炭素㉒㎤  

ちょうど 塩酸 十分  鉄５ｇ   水素 200 ㎤  

 塩酸 十分  鉄１ｇ   水素 40 ㎤  

ちょうど 塩酸 十分  アルミニウム５ｇ   水素 620 ㎤  

 水ナ水 十分  アルミニウム２ｇ ×0.4  水素 248 ㎤  

 塩酸，水酸化ナトリウム水溶液のどちらにアルミニウムを加えたときも，同じ体積の水素が発生するので，混合粉末中のアルミニウム

は２ｇである。 混合粉末中の石灰石と鉄は合計で 10ｇ－２ｇ＝８ｇで，それらが十分な量の塩酸と反応したときに， 

合計で 550 ㎤－248 ㎤＝302 ㎤の気体が発生する。 

 混合粉末中の石灰石を①ｇ，鉄を１ｇとおくと，①ｇ＋１ｇ＝８ｇ，㉒㎤＋40 ㎤＝302 ㎤→①ｇ＝１ｇ 

 

５ 

⑵⑶ 表１より，電熱線Ｘを１本並列に増やすと水温は 2.4℃ずつ上昇しているので，電熱線Ｘを並列につないだ本数と上昇温度は比例

している。 

Ｐ：23.2℃＋2.4℃＝25.6℃ 

はじめの水温：18.4℃－2.4℃＝16℃ 

⑷ 実験を行う前の水温は同じなので，16℃。 

Ｑ 表２より，電熱線Ｘを１本，２本，３本…直列につなぐと水温は 2.4℃，1.2℃，0.8℃…上昇しているので，電熱線Ｘを直列につ

ないだ本数と上昇温度は反比例している。16℃＋2.4℃÷４＝16.6℃ 

 Ｒ 表３より，乾電池を１個，２個，３個…直列につなぐと水温は 2.4℃，9.6℃，21.6℃…上昇しているので，乾電池を直列につない

だ個数の２乗と上昇温度は比例している。16℃＋2.4℃×４×４＝54.4℃ 

⑸ 長さ 10cm，直径 0.6mm の電熱線は，長さ５cm，直径 0.6mm の電熱線Ｘを２本直列にしたものと同じである。 

 上昇温度は加熱時間に比例するので，表２より 1.2℃×
10分

２分
＝６℃ 

⑹ 断面積は直径×直径に比例する。直径 1.2mm の電熱線の断面積は直径 0.6mm の電熱線の断面積の４倍になるので，長さ５cm，直径 

1.2mm の電熱線は，長さ５cm，直径 0.6mm の電熱線Ｘを４本並列にしたものと同じである。 

 乾電池を直列に増やした個数の２乗と上昇温度は比例，水量と上昇温度は反比例するので， 

16℃＋9.6℃×
２個

１個
×

２個

１個
×

100ｇ

200ｇ
＝35.2℃ 

 

 

×0.4 


